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〔実践報告〕
Ⅰ．背　　　景
看護職者養成に対する社会的ニーズ
　平成４年の「看護師等の人材確保の促進に関す
る法律」（法律第８６号）の制定を契機に，全国に
国公私立の看護系大学・学科の設置が進み，平成
２４年度現在２０９校となり高等教育化が進んだ．そ
して看護を取り巻く環境の変化，看護基礎教育の
内容と臨床現場で求められる能力の乖離，新卒看
護師の離職といった現状への対応を目指し，平成
２０年１月に保健師助産師看護師学校養成所指定規
則（以下，指定規則）が改正され（第４次改正），
――――――――――――
１）千葉大学大学院看護学研究科
２）千葉大学医学部附属病院看護部
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Department
要　旨
　平成２０年の保健師助産師看護師学校養成所指定規則改正により「統合分野」が設けられ，「臨地実
習」として「看護の統合と実践」が組み込まれた統合実習が導入された．統合実習について，実習満
足度や自己評価調査，新たな実習内容の開発や学習経験の構造化はされているものの，指定規則改正
の契機となった，看護基礎教育の内容と臨床現場で求められる能力の乖離に対応する，看護実践能力
と看護業務遂行能力のいずれも，実習での修得状況の実態を明らかにする報告はほとんどない．こ
の実践報告は，基礎看護学教育研究分野が平成２４年度に担当した，統合実習から看護学セミナー統合
までの授業の展開を示した．１年次の看護学原論Ⅰから用いている理論を，看護実習の実践指針とし
て，また学習経験の分析枠組みとして適用することにより，統合実習での看護過程展開の共有が可能
であった．さらに看護基盤実習での看護実践と統合実習を比較することで，学生が自らの力で看護
実践能力の発展を説明できた．看護学セミナー統合では，教員から同理論に基づく事例分析を示し
た．その後，統合実習中間カンファレンス，統合実習後の課題「チーム・アプローチの実習を分析し，
自己の看護観を表現する」レポート，看護学セミナー統合での学生自身による事例分析と自己評価か
ら，この３つの学習段階それぞれの，看護過程展開の理解と，それによって示される看護実践能力と，
看護業務遂行能力のうちチーム・アプローチの能力を確認できた．そしてこの内容により，学生の理
論と実践の統合の様子が明らかとなった．
Key Words：統合実習，看護実践能力，看護過程展開，チーム・アプローチ，看護系大学
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「統合分野」が設けられ，「臨地実習」として「看
護の統合と実践」が組み込まれた．
統合実習の動向
　看護基礎教育機関は指定規則改正を受けカリ
キュラム改正を行うこととなった．そこで統合実
習と，関連する用語として総合実習をキーワード
とし，改正指定規則の施行前年度２００８年から２０１２
年までの５年間の看護文献を医学中央雑誌で検索
したところ，看護展望など雑誌に統合実習が特集
されトピックスで取り上げられて多くの記事が掲
載され，７３件あった．
　これらの多くが，指定規則改正を受け各教育機
関がカリキュラムを検討し，「チーム医療」「医療
安全」「多重課題への対応」「看護管理」に代表さ
れるテーマのもと，複数患者受持ちや夜間勤務帯
での看護体験やその組み合わせの新たな実習の計
画およびその実施報告であった．そして学生や指
導者に対して行われた実習満足度や自己評価調査，
学習経験の構造化がなされていた．これらのなか
から２つの取り組みの報告を以下に述べる．
　佐居ら（２００９）は，夜勤遅番実習・患者の複数
受け持ち，チームの一員としての機能に焦点を当
てた総合実習，通称「チームチャレンジ」を実施
し，履修者と指導看護師にアンケート調査を行っ
た．その結果「チームチャレンジ」履修者は，そ
れ以外の学生に比べ，実習目標「対象の理解に基
づいた看護ができる」の達成度がやや低く，実習
目標「主体的にメンバーシップをとることができ
る」の達成度がやや高く，基本的看護業務の経験
内容が多かった１）．松谷ら（２００９）はフォーカス
グループ・インタビューを行い，学生は「チーム
チャレンジ」の経験と実習方法について満足する
一方，指導看護師は実習目的と方法に積極的に肯
定的支持をするものの，看護実践能力としての複
数の個別的ケア能力と看護業務遂行能力は達成と
達成困難とに分けられ，実習目的をそのどちらに
比重を置くべきかという問いが提示された２）．奥
ら（２０１０）はこの実習の記録を分析し，学生は実
習中に看護師や患者本人からも情報を得て，予測
外の状態の変化に合わせて行動し，情報の取捨選
択を行い，実際に相手に伝えることの難しさに気
づき，複数の患者のスケジュールを把握し，さら
に計画を適宜修正し，看護を実践することの必要
性を認識するように変化していることを明らかに
した３）．
　佐藤ら（２０１１）は，夜勤実習，看護管理実習，
外来看護実習，中央診療部門見学実習の４つの実
習から構成される看護の統合と実践実習を実施し，
自記式質問紙による調査を行った．その結果，実
習に対する満足度は高く，新たな学習内容や異な
る視点からの看護を学び，就職後のイメージ獲得
を示した．その一方で，シャドウイングによるス
トレスが強く，病棟実習が大半を占める実習形態
をその理由として挙げていた４）．
　いずれの報告も学習経験として満足あるいは肯
定的評価が示された．しかしこれらの新たなカリ
キュラムはいずれも臨床現場の早期経験である．
冒頭で述べた指定規則改正の契機となった，看護
基礎教育の内容と臨床現場で求められる能力の乖
離に早期経験が対応すると考えることは妥当なの
だろうか．「チームチャレンジ」では，看護実践能
力としての複数の個別的ケア能力と看護業務遂行
能力のどちらに比重を置くべきかという問いが提
示された．これは，むしろ，今の実習がどちらか
一方に偏っていることを指摘しているととらえ，
両方に比重を置く方向へ実習の検討を求められて
いるのではないだろうか．この観点から検討文献
を読みなおすと，これまでの報告では，看護実践
能力と看護業務遂行能力のいずれも，実習での修
得状況の実態を明らかにする報告はない．
千葉大学看護学部における統合実習
　千葉大学看護学部では，平成１７年度に新カリ
キュラム５）が導入され，その４年後の平成２１年度
から総合実習は統合実習と名称が変更された．こ
の実習の後に学生は，同実習の担当分野が提供す
る看護学セミナー統合を受講し，看護実践能力獲
得のための学習を終了する．千葉大学看護学部で
は，学生の関心を勘案して，臨地実習を行う各教
育研究分野に学生を振り分けている．平成２４年度
に基礎看護学教育研究分野が担当した学生の半数
以上に，理論と実践の学習の統合が認められた．
その一方で，看護実践能力の修得状況のばらつき
も依然としてあり，学生の学習や指導過程の展開，
および受け入れ先実習病棟との協働の仕方の課題
を認めた．そこで筆者らは，基礎看護学教育研究
分野が平成２４年度に担当した，１）統合実習から看
護学セミナー統合までの授業の展開６），２）学生
の学習状況，３）教員および受け入れ先病院看護
師による指導―学習過程について調査し，これら
を基礎資料として，まずは看護実践能力を明らか
にすることで，新カリキュラム導入の評価を行う
こととした．本報告は１）の授業の展開について
報告する．
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Ⅱ．統合実習と看護学セミナー統合の位置づけと
基礎看護学が提供する授業の特徴
１．カリキュラムのなかの統合実習と看護学セミ
ナー統合の位置づけ
　平成１７年度に改編された新カリキュラムは，理
論的枠組に基づきカリキュラム軸を定め，４年間
のどの時期においてもカリキュラム内容に挿入さ
れる水平軸と，学習段階に応じて学習を積み重ね
てゆく垂直軸で構成され，それぞれの要件を定め
ている．
　水平軸に「生命・人権の尊重と擁護」「統一体
としての人間理解」「文化的能力」「看護実践に理
論的根拠と体系を与える」「問題解決能力」「看護
実践における連携・協働」「自己教育力」が，垂
直軸に「看護の対象」「看護の対象をとりまく環境」
「健康」「看護専門職の役割・責務・機能」「看護
技術」「専門的援助関係」「看護の向上・改革を目
指した情報収集・処理・プレゼンテーション」が
おかれ，学習段階のレベル〈基礎〉〈専門基礎〉
〈看護専門の基盤〉〈看護専門の発展〉に応じて学
習を積み重ねてゆく．卒業時までの到達目標７）を
表１に示す．
　本学では，創設時に総合実習が４年次後期の授
業科目に置かれており８），「チーム・アプローチを
含めて，看護の総合的能力を高める」が実習目標
であり，平成１７年度新カリキュラムに基づく統合
実習となった今も，その延長線上にある．また，
看護学セミナー統合は，新カリキュラムで新規に
導入された科目であり，看護職者として成長する
ための自己の課題に主体的に取り組み，その成果
を評価するものである．これら看護実践能力修得
の最終段階にある統合実習と看護学セミナー統合
は，水平軸に位置づけられた７つの要件すべてを
含み，〈看護専門の発展〉の学習段階のレベルで，
垂直軸に位置づけられた要件のうち，高度な内容
を学習することになる．この学習後，卒業までの
間の必修科目は卒業研究のみとなる．
２．基礎看護学が提供する授業
　基礎看護学教育研究分野は，１年次前期開講の
看護学原論Ⅰから３年次前期の看護基盤実習まで
【表１．卒業時までの到達目標】
（１）対象者とのかかわりにおいて，人間について
の幅広い専門知識を使って，その人を統一体
として理解し，看護に反映できる．また看護
基本技術の根拠を理解し，それを応用してあ
らゆる健康レベルにある人の生活を援助でき
る．
（２）生命への畏敬の念をもって，個人，家族，集
団，地域の多様な価値を多角的に理解し，対
象の立場を尊重する行動や態度をとることが
できる．
（３）生じている現象に深い関心を寄せ，問題解決
のために必要な知識・資源を獲得し，柔軟な
思考力を発揮して積極的に問題解決に向けて
取り組むことができる．
（４）保健医療福祉チームにおいて，看護専門職者
としての自己の責任を自覚し，他職種ならび
に市民との協働において，看護専門職者の機
能を効果的に発揮し，協働活動に参加できる．
（５）文化の多様性の理解に基づき，国際的拡がり
をもって，看護活動の必要性および看護方法
を理解できる．
（６）適切な自己評価に基づき看護職として必要な
学習課題や目標を自ら設定し，適切な学習方
法を選択・活用して，絶えず課題の克服と目
標達成に取り組み，その成果を評価すること
ができる．
【表２．看護基盤実習の目標】
●実習目標　受持患者の看護過程を展開する
１．受持患者の看護の必要性を認識する．
２．受持患者に必要な看護を計画的に実施・評価する．
１）対象に知的な関心をそそぐ
①受持患者の発達段階から，ライフサイクルにお
ける日常生活力を確認する．
②その人の発達段階・健康障害の種類・健康の段階・
生活過程の特徴を示す事実を手がかりに健康状
態の特殊性を押さえ，より健康な状態をめざす
ための生物体の必要条件を考える．
③受持患者に必要な看護に参加してその人の状態
や入院生活の様子を観察し，看護の視点から日
常生活力の自立度をアセスメントする．
２）心のこもった人間的な関心をそそぐ
　日常生活力アセスメントをもとに，その人の言動・
表情など，生活体の反応を手がかりにもうひとりの
自分を相手の位置に移動させ，その人のその時の気
持ちを感じとってくる．
３）実践的・技術的な関心をそそぐ
　その人の中に解決を要する対立が発生していない
かを探り，看護上の問題を明確にする．
　その問題が解決された状態を思い描き，その方向
に変化させていく力を探る．その人のもてる力を最
大限に働かせる方向で何が必要か，安全・安楽・自立
の優先順位とその手段を考えながら計画を具体化す
る．
４）実施に際しては，状況の変化を観察して計画を調
整し，その人の反応を見ながら看護を実施・評価し，
その内容のポイントを報告・記録する．
●実習方法
（月・火）オリエンテーション後，スタッフと共に受
持患者の状態や入院生活の様子を観察し受持患者の
全体像を大づかみに描き，日常生活力をアセスメン
トする．
（　水　）受持患者・同室患者への看護に参加しなが
らその人らしさを観察し，看護の必要性やケアのポ
イントを学び徐々に計画立案へと進む．
（木・金）計画の点検を経て主体的に看護過程を展開
する．
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の２年半の間，看護学の理論と実践の基礎を教授
している．学生は看護基盤実習において，それま
でに学習した理論を看護過程展開における実践指
針として看護実践に適用する．この実践での看護
体験を教材として，実践内容の記述資料を作成し，
同じ理論を分析枠組みとして用い，看護実践能力
を自己評価する．理論を実践指針として，また分
析枠組みとして用いたこの学習経験を通して，理
論を再措定し，実践への適用能力を修得する．表
２に看護基盤実習の目標を示す．
３．基礎看護学の統合実習の概要
　学生は各看護学領域の学習を経て〈看護専門の
発展〉の学習段階に入り，統合実習と看護学セミ
ナー統合を受講する．学生は自身の興味関心に従
い教育研究分野を選択する．毎年，９０名前後の学
生中約１０名前後が，基礎看護学教育研究分野で受
講する．
　実習目標をチーム・アプローチの能力を高め，
自己の看護観の発展をはかることとしている．平
成２４年度は１０名が選択し，実習施設である千葉大
学医学部附属病院（以下，大学病院）に１病棟１
名ずつ配置され，統合実習を履修した．
　実習期間は２週間，実習病棟は成人病棟の中か
ら学生の学習ニーズに応じて選択した．実習目標
と目標の展開，実習方法を表３に示す．
　この実習では看護基盤実習の学習を前提知識と
した．そこで表２に示した看護基盤実習の看護過
程展開を確認するため，実習開始前に看護基盤実
習要領と学生が行った実践を評価するための基準
である「基盤実習評価基準」を渡した．そして看
護計画を立案するまでのアセスメント用紙は看護
基盤実習で使用した実習記録用紙を用いた．アセ
スメント用紙は，中間カンファレンスで参加者全
員に提示して情報を共有し，実習期間中は毎日，
その用紙に基づいて患者の健康状態の変化や学生
の看護計画，実践の点検を行った．
　共通のアセスメント用紙の使用と中間カンファ
レンスでの提示によって実習参加者全員で看護過
程展開の情報の共有が可能となった．さらに看護
基盤実習での実践との比較を促すと，学生自身が
看護過程展開の実際を比較し，変化の言語化を促
されると，何人かの学生は独力で看護実践能力の
発展を説明できた．
　とはいうものの，実習中のカンファレンスでは，
受持患者の今の健康状態が少しでも改善し，学生
が少しでも多くの学習経験ができるよう，患者と
学生双方にメリットが多くなる方向での指導を最
優先した．そのため理論により看護現象の意味を
把握する学習の優先順位は下げ，教員は患者につ
いての情報の整理や患者の健康問題の意味を伝え
た．ここでは何よりも，実習協力者である大学病
院教育担当副看護部長と教育研修室担当者，そし
て病棟管理者と臨床指導者との，確かなコミュニ
ケーションに基づく協働が必要不可欠なことと位
置づけられた．そこで，病棟で実習に関わる人ご
と（看護師長，臨床指導者，日勤リーダー，受持
患者の担当看護師）に，依頼事項を実習スケ
ジュールに沿った時系列で一覧表にして渡した．
この一覧表は学生へも渡し，病棟の担当者とのス
ケジューリングに活用した．
４．基礎看護学の看護学セミナー統合の概要
　統合実習を終了した後，先に示した実習目標
「３（１）チーム・アプローチの実習を分析し，
自己の看護観を表現する」に対して提出されたレ
ポートにより，学生の学習状況，すなわち看護実
践能力と，看護業務遂行能力のうちのチーム・ア
プローチの能力が明らかとなった．今回の看護学
セミナー統合では，平成２４年度統合実習履修学生
の状況をふまえ，授業の冒頭で，学生が受け持っ
た患者と看護について教員が事例分析を示した．
その前に，受持患者の病棟に所属する現役看護師
【表３．基礎看護統合実習の概要】
●実習目標
　チーム・アプローチの能力を高め，自己の看護観
の発展をはかる．
●目標の展開
１．自己の参加するチームおよび対象群の特質を把
握する．
（１）チームの構成・人員・リーダー・活動状況・
役割分担等を把握する．
（２）対象群の個をふまえた全体像を把握する．
２．チームで対象群への看護過程を展開する．
（１）個々の患者の情報を共有し，看護の必要性を
確認する．
（２）チームの一員として看護の優先度を理解し，
ケアを分担する．
（３）状況に応じた的確な判断・行動・報告・記録
をする．
（４）チームの一員として看護過程を評価する．
３．自己の看護観を具体的な事実から論理的に表現
する．
（１）チーム・アプローチの実習を分析し，自己の
看護観を表現する．
（２）看護実習から統合実習に至る自己の看護観の
発展の軌跡をまとめる．
●実習方法
１．チームに参加し，リーダーの指示のもとで行動
する．
２．実習時間は日勤帯とする．
３．スケジュールの細部はチームの基本線にそって
個別に決定する．
４．７月２５日（水）１６時より，セミナー室１にて全
体カンファレンスを行う．
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に，一般的な看護内容を表現してもらい分析内容
の妥当性を確認した．事例分析では以下に示す様
式を用いた．
　全体像モデル（図１）は，事例紹介文に記載さ
れる程度に要約した患者情報を，からだ・こころ・
社会関係を時の流れにおいて，情報を構成するた
めの記録用紙で，現象像を認識することに用いる．
立体像モデル（図２）は，事例の健康状態を，発
達段階・健康障害の種類と段階・生活過程の特徴
についてキーワーズを抽出し，患者の健康にとっ
ての意味を言語表現するために用いる．これによ
り，病態や治療の意味を，医学的観点のみならず，
患者の人生・生活上への意味づけが促される．統
一体の対立の調和（図３）は，人間の健康を，こ
ころ・からだ・社会関係のつながりが調和してい
るかという問いをもって，患者がおかれた健康状
態を大づかみに把握する．これにより現状の身体
と治療の関係の不合理さや治療の意味の理解の曖
昧さなど，不調和の概括が促される．
　こうして看護過程展開に対する分析を示した．
だが統合実習は看護過程展開とともに，チーム・
アプローチの学習を目標とする．この概念を理解
するための図も示した．
　統合実習における看護現象の重層構造　９）（図４）
では，ひとりの患者にかかわる看護チーム，医療
チーム，指導者や教員は，そのメンバーひとりひ
とりが患者を認識し，それぞれに情報に基づいて
判断し行動していることを示す．看護師の場合，
それは看護過程展開として表現される．したがっ
て，この看護過程展開の情報交換をこそ，コミュ
ニケーションを通して共有することで，チーム・
アプローチが可能となる．
　事例分析と自己評価から，統合実習中の中間カ
ンファレンス，統合実習終了時のレポート，看護
学セミナー統合の３段階で，学生の看護過程展開
の実際とそれによって示された看護実践能力と，
看護業務遂行能力のうちチーム・アプローチの能
力を確認できた．例えば，癌によって臓器の一部
を切除し失った患者を受け持った学生は，患者が
傷を見たくないと学生の前で流涙した場面を振り
返った．学生は患者の話を受容的に受け止め，退
院後の創部の自己ケアの指導や外来でのフォロー，
患者会の紹介をし，その反応を確認することで患
者の持てる力をアセスメントしボディイメージを
受け入れる援助ができたと自己評価して統合実習
を終えた．この学生は，その後の看護学セミナー
統合を終えた時点で，対象を統一体として理解し，
患者がどのような状態になれば看護師として安心
か，患者がより健康な状態に進むためにどのよう
な条件が必要かを，癌の再発予防という点から考
えることができた．そして，今であれば対象を統
一体として理解することはできるが，眼前の対象
の訴えや感情の波に関心が向きがちだったという
??
???
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????
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???
【図１．全体像モデル】
【図２．立体像モデル】
【図３．統一体（対立の調和）】
健康の段階
生活過程の特徴
健康障害の種類
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自身の傾向を押さえることができた．このように，
看護過程を客観視し評価することができたという
ことからは，学生の理論と実践の統合の様子がみ
てとれた．
５．統合実習の協力者との協働
　統合実習の学習の成否は協力者との協働にある．
そこで統合実習を受け入れた看護師との懇談会を
開催した．今回初めて，学生に示した事例分析の
結果をそのまま紹介したところ，学生の看護過程
展開の技術の学習・修得状況がわかり，指導方針
が理解しやすいと好評であった．そして，学生が
チームで看護過程を展開するためには，より一層
のコミュニケーションおよび交流をもつことが不
可欠であると合意した．
Ⅲ．今後の課題と展望
　統合実習からセミナー統合に続く段階的な学び
の統合によって，看護過程展開の理解とそれに
よって示される看護実践能力から，学生の理論と
実践の統合の様子が明らかとなった．新カリキュ
ラム導入の評価には，学生の学習状況と教員およ
び受け入れ先病院看護師による指導―学習過程に
ついての調査が今後の課題である．そこで，統合
実習から看護学セミナー統合までの学生の学習体
験と看護実践能力とを明らかにすることにより，
基礎教育課程の最終段階にある４年次生の看護実
践能力向上に向けた指導方法や指導体制の構築に
示唆が得られるのではないかと考える．
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和住：1996より引用，一部改変．
